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研究成果の概要（和文）：　米国証券取引委員会（SEC）と日本の金融庁・企業会計審議会による国際財務報告基準（I
FRSs）の強制適用の規制措置について、両国の制度的・政策的見地から解明した。また、世界金融危機後のG 20サミッ
トの首脳宣言に掲げられた「単一の高品質でグローバルに認められた会計基準」の意義とIFRSsを支持する国際機関の
法的根拠とその正当性を解明した。
　併せて、IFRSsをフルアドプションした韓国の上場企業の導入後分析を通じて、IFRSs導入による会計の透明性や会計
信認度の向上について明らかにした。また、IFRSs適用による会計の品質への影響、経済的帰結およびIFRSsの導入効果
なども整理し、導き出した。

研究成果の概要（英文）：This study evaluates the regulatory actions of the International Financial Reporti
ng Standards (IFRSs) adoption by the United States Securities and Exchange Commission and the Financial Se
rvices Agency in Japan. This study also analyses the meanings of "A Single Set of High-Quality, Globally A
ccepted Accounting Standards" and the legal ground for the international organizations and its legitimacy.

In addition to that, this study addresses the question whether the mandatory adoption of IFRSs in Korea is
 associated with higher accounting quality. I find that the evaluations of accounting transparency followi
ng the introduction of the IFRSs through their adoption mandated by Korean regulatory authorities. It also
 clarifies aspects of the IFRSs adoption such as its effects and its characteristics during its implementa
tion.
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１．研究開始当初の背景 
会計基準の最大の役割は、投資家に信頼性
の高い財務報告を提供することにある。その
意味で、会計基準は資本市場の重要なインフ
ラでもある。金融資本市場のグローバル化と
投資資金の国際的移動が加速化するなかで、
投資家の信頼性を得られる「高品質で国際的
に整合的な会計基準」ないし「1 組の（単一
の）高品質で国際的な会計基準」の整備が求
められている。国際財務報告基準（IFRSs）
のアドプション（IFRSs に基づく法定開示）
に向けた世界的な動きは、まさにこれに符合
する。 
会計基準のコンバージェンス（収斂）を展
開してきた日本と米国の両国でも、IFRSs の
適用に向けた動きがある。証券取引委員会
（SEC）は「米国の発行体が IFRSs に準拠し
て作成した財務諸表の使用可能性について
のロードマップ；規則案」（2008 年 11 月 14
日）や「コンバージェンスとグローバルな会
計基準の支持に関する SEC 声明」（2010 年 2
月 24 日）の公表を通じて、すでにその適用
を容認した外国民間発行体に加えて、米国企
業にも IFRSs を強制適用することを 2011 年
に判断すべく検討している。金融庁・企業会
計審議会も「我が国における国際会計基準の
取扱いに関する意見書（中間報告）」（2009 年
6月 30 日）を公表し、IFRSs の国際的な広ま
りを踏まえた企業や市場の競争力強化の見
地から、2010 年 3月期からの IFRSs の任意適
用を認め、また IFRSs 強制適用の判断の時期
を 2012 年を目途とするとした。 
SEC の関心事は、会計基準の単なる比較可
能性ではなく、財務諸表の会計数値の比較可
能性にある（Barth et, al.[2010]）。また、
企業会計審議会の「中間報告」でも、IFRSs
を適用した財務報告により、投資家から見た
財務諸表の国際的な比較可能性の一層の向
上こそが、IFRSs の適用に向けた判断の拠り
所としている。現に、欧州連合（EU）による
2005 年からの IFRSs 強制適用は、①財務報告
の比較可能性の向上と②財務報告の透明性
の向上に資するとの判断によるものであっ
た（EC[2002]）。そうだとすれば、われわれ
研究者はIFRSs導入の制度的・理論的研究（証
券市場の国際化以降、SEC による外国民間発
行体に対する IFRSs 受入れ政策等の制度的・
理論的検討は杉本徳栄[2009]や杉本徳栄
[2010]で解明した）に加えて、IFRSs を適用
した財務報告の比較可能性や透明性につい
て検証しなければならない。 
確かに、Hail et al.[2009]や Hail et 
al.[2010]のように、IFRSs 導入による資本市
場への影響や会計数値の品質の国際比較を
検討した研究はある。しかし、先行研究の多
くは、①IFRSs と米国以外の国の会計基準に
よる会計数値の比較検証と、②米国会計基準
と米国以外の国の会計基準による会計数値
の比較検証であり、IFRSs と米国会計基準に
よる会計数値の比較可能性の検討は、実質的

には Barth et, al.[2010]に限られる。この
IFRSs と米国会計基準による会計数値の比較
可能性の問題は、先の SEC「ロードマップ規
則案」において米国企業に IFRSs を強制適用
する際に最も重視される判断材料だけに、研
究成果の蓄積が望まれる。もとより、日本で
は IFRSs の任意適用が緒に就いたばかりで
（2010年3月期よりIFRSs任意適用を容認）、
IFRSs と日本の会計基準による会計数値の比
較可能性の検証は、米国と同様に重要であり、
その研究成果が求められている。 
 
２．研究の目的 
信頼性の高い財務報告の提供という役割
期待を IFRSs に求めて、世界の主要な金融資
本市場で「1 組の（単一の）高品質で国際的
な会計基準」として適用する動きが広まって
いる。会計基準のコンバージェンスの推進に
加えて、将来を見据えた IFRSs 適用の決定が
米国と日本に差し迫る。本研究は、IFRSs の
適用が財務報告の比較可能性と透明性を向
上させるという基本的な考え方の妥当性を
検証するため、①米国と日本による IFRSs 適
用（任意適用と強制適用）の政策論争に関わ
る制度的・政策的解明と②IFRSs 導入による
会計の品質の影響分析やその経済的帰結等
の解明に向けた実態的・実証的研究を行なう
ことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
SEC と企業会計審議会による IFRSs の強制
適用の是非の判断に関わる制度的・政策的解
明については、判断材料である重要な諸課題
への取組みなどを各種関連文献の考証によ
り進める。 
IFRSs 導入による会計の品質への影響分析
やその経済的帰結の解明に向けた実態的・実
証的研究については、米国や EU での先行研
究の分析デザインと知見を踏まえて、まずは、
すでに IFRSs を導入した韓国の IFRSs 適用企
業（早期適用企業と強制適用企業）によって、
続いて日本のIFRSs任意適用企業による経験
的証拠を提示する。IFRSs 適用企業（任意適
用企業と強制適用企業）の特性や利益調整の
インセンティブを分析し、IFRSs による財務
報告の情報の非対称性への影響度および会
計システムの比較可能性と価値関連性の比
較可能性などについて検証する。 
 
４．研究成果 
(1) 金融庁の企業会計審議会総会・企画調整
部会合同会議において議論されてきた、これ
までのIFRSs導入問題の議論を精査するとと
もに、企業会計審議会が公表した「国際会計
基準（IFRS）への対応のあり方に関する当面
の方針」（2013 年 6月 19 日）の策定の影響要
因を分析した。その結果、日本の会計基準の
あり方を踏まえた主体的コンバージェンス
や IFRSs の任意適用の積上げを図りつつ、
IFRSs への当面の対応のあり方を形成するう



えで、財務諸表作成者である産業界の貢献が
大きいことを明らかにした。また、当該「当
面の方針」で提示された「あるべき IFRS」と
「我が国に適した IFRS」を指向するエンドー
スメントの仕組みや手続には、達成すべき目
的が混在するとの見解を示した。 
 
(2) 米国発行体に対するIFRSs適用への規制
措置に向けた SEC スタッフ最終報告書（2012
年 7 月 13 日）が公表されるまでの、米国に
おけるIFRSs強制適用の是非の判断に関わる
一連の規制措置の動向について検討した。 
 より具体的には、金融規制改革期の SEC の
規制動向などを交えながら、シャピロ SEC 委
員長在任中とその退任後、委員長を含む 5名
の SECコミッショナーによるすべてのスピー
チ・議会証言などを分析し、IFRSs 規制問題
への関心度やSECコミッショナーによる規制
対応の特徴やその構図などを鮮明に描き出
した。そのなかで、SEC コミッショナー間の
不協和音が、IFRSs 適用の規制措置にも深く
影を落としていることを見出した。 
 また、第 2 期オバマ政権となって、5 名の
SEC コミッショナーのうち 3 名が後退した新
たな体制のもとでは、また新たに SEC スタッ
フによる追加的な分析が加えられたとして
も、SEC 最終スタッフ報告書を踏まえた、米
国発行体に対するIFRSs適用問題の最終的な
規制措置は、当面のところ達成されそうにな
いことを導き出した。 
 
(3) いくつかのバリエーションがある IFRSs
アドプションの形態のなかで、韓国における
IFRSs の導入は、フルアドプションの極端な
典型事例である。というのも、IFRSs 導入の
背後にあるアジア通貨危機の借款条件は言
うに及ばず、IFRSs を基軸に据えた会計の制
度設計の構築によって、主たる財務諸表が連
結財務諸表へと大きく移行し、また関連する
法人税法や商法の規定も改正されているか
らである。その意味では、韓国は「究極の
IFRSs フルアドプション国」である。 
 そこで、韓国の規制当局である金融委員会
と金融監督院等によるIFRSs導入とその定着
に向けた取組みを整理し、IFRSs 財務情報開
示の忠実性への対応策とその実態、IFRSs 会
計処理問題の争点（営業損益の構成要素とそ
の開示など）、強制適用年度である 2011 年度
の強制適用企業の実態、非上場企業の IFRSs
の適用実態などを明らかにした。 
また、IFRSs 強制適用に伴う金融監督院に
よる会計監督制度の改善、会計の透明性向上
の方策、公共機関の IFRSs 適用規制と財務上
の影響についても解明した。同時に、IFRSs
フルアドプションに伴う法人税法と商法の
改正内容を具体的に明らかにするとともに、
日本の会計制度設計への示唆を導き出した。 
 
(4) 海外の証券取引所に相互上場する韓国
企業に対する外国人投資家の株式投資の実

態と動向について検証した。 
アメリカのニューヨーク証券取引所
（NYSE）とナスダック（NASDAQ）のいずれで
も、最初の IFRSs 財務諸表の報告期間の末日
時点（2011 年 12 月 29 日）では、外国人保有
率が減少した企業は 2社増えているが、その
後、2012 年にはその保有率の増加と減少に 1
社ずつ変動がみられた。また、NYSE・NASDAQ
およびロンドン証券取引所（LSE）に上場す
る韓国企業の月間取引量に関する増減率の
加重平均が、海外市場と国内の韓国取引所を
問わず、2011 年 8月にプラスの大きな変動幅
を記録していることなども明らかにした。 
加えて、先行研究からの知見も交えながら、
韓国のIFRSs早期適用企業の会計情報の価値
関連性の検証結果は混在しており、いまのと
ころ一貫性のある検証結果とはなっていな
いこと、また、IFRSs 強制適用企業の会計情
報の価値関連性の検証結果としては、従来の
韓国会計基準（K-GAAP）と IFRSs による純資
産の帳簿価額と純利益の価値関連性に差異
はなく、しかも、IFRSs による純資産の帳簿
価額から K-GAAP による価値を控除した差額
は、株価と弱いマイナスの相関関係があるも
のの、2 つの会計基準による純利益の差額に
はそういった関係がみられないことなどを
提示した。 
 
(5) 本研究では、世界金融危機後の G 20 サ
ミットの首脳宣言で掲げられた「単一の高品
質でグローバルに認められた会計基準」の意
義とIFRSsを支持する国際機関の法的根拠と
その正当性を解明した。とくに、国際機関の
法的根拠からすれば、G 20にそれは見出せず、
むしろ証券監督者国際機構（IOSCO）にそれ
を見出せることを明らかにしたが、「単一の
高品質でグローバルに認められた会計基準」
の開発の支持はもとより、IFRSs を開発する
国際会計基準審議会（IASB）、IFRS 財団およ
びモニタリング・ボードへの IOSCO の直接的
および間接的関与は絶大である。 
IOSCO という国際機関の法的根拠とその正
当性から、IFRSs は「単一の高品質でグロー
あるに認められた会計基準」としての地位が
保証される事実は、当該会計基準の開発が国
際的に展開される正統性を支持するもので
ある。 
 
(6) 今後は、このように国際機関から支持さ
れる「単一の高品質でグローバルに認められ
た会計基準」の開発はもとより、開発される
当該基準を適用した際の経済的効果などの
検証などが求められる。 
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